第３７回海中海底工学フォーラムプログラム
日　時
２００６年４月２１日（金）




研究会：13時〜17時30分　　懇親会：17時30分〜19時30分



場　所
東京大学生産技術研究所An棟2Fコンベンションホール「ハリコット」




〒153-8505　目黒区駒場4-6-1  電話：03-5452-6487



地　図
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/map/index.html参照


参加費
研究会：無料




懇親会：３０００円（３０才未満および７０才以上無料）



主　催
海中海底工学フォーラム運営委員会



協　賛
日本船舶海洋工学会、海洋調査技術学会、海洋音響学会




（社）土木学会*、（社）日本水産学会、IEEE/OES日本支部、




MTS日本支部、（財）生産技術研究奨励会、

21世紀COEプログラム「機械システム・イノベーション」

科学技術振興調整費「アジア水圏観測ロボットシステムの開発戦略」




*「土木学会認定CPDプログラム」

1）挨拶



　
東京大学生産技術研究所海中工学研究センター　浦　　環
2）UNSEEN MAJORITY IN OCEAN AND SUBOCEAN –海洋、海底下に潜む未知の微生物への挑戦−　








13時10分-14時00分

海洋研究開発機構　高井　研
［講演概要］この地球に棲む生物のなかで、最も優占する生物種は何でしょうか？つまり知的地球外生命体が、地球をサーベイしたときに「この惑星の代表的生物」として彼らの文明にレポートする生物は何でしょうか？人間？確かに人間はこの地球に生息する生物の中では、最もインパクトのある生物種であることは間違いないでしょう。ダニのような小さな昆虫？想像するといやな感じですね。現時点での答えは、「マリングループワン」と呼ばれるアーキア（古細菌）です。しかしながら、この地球最大の生物量をほこる微生物の機能や役割は、ほとんど全くわかっていません。実はこのマリングループワンに限らず、海洋や地殻内に存在する微生物の多くが未知の微生物なのです。我々、微生物ハンターは、これらの未知の微生物を「知る」ため、日夜努力しています。それはこの地球と生命の関わりの謎を解くための重要な鍵となっているからです。また一方、こうした未知の微生物の持つ遺伝的多様性は、おそらく機能的な多様性と結び付いており、潜在的な工学的応用ポテンシャルは極めて高いと期待できます。本講演では、これらの内容を紹介しつつ、最先端の理学的知見が、工学的興味を喚起できるか？というテーマにも挑戦したいと思っています。
3）日本近海に眠る鉱物資源　-銅･ニッケル･コバルト･貴金属-　14時00分-14時40分

高知大学　臼井　　朗
［講演概要］過去50年間、海洋調査技術の進歩によってわれわれの海の知識は桁違いに増大してきた。今もなお、予想外の発見が続き、海の認識は次々と書き換えられている。同時に深海底からは資源物質の発見が相次ぎ、それらは人類共有又は準国内資源として注目されている。我が国のEEZ内においてもこの20年ほどの間に、マンガン団塊、マンガンクラスト、熱水性硫化物などの“鉱石”が予想外の規模或いは濃度で発見された。しかし、その広がりや経済性は、まだまだ未知･不確定である。世界的にみても、深海底から資源が開発された例は全く無い。その理由は、実は我々は海の仕組みや海底の素顔を知らない、という点にある。しかし地質学、海洋学、地球物理学･化学、工学的な実態が明らかになるなかで、我々は海底資源の開発に一層近づいたのではないだろうか。
4）新潟県上越市沖の海底にメタンハイドレートと巨大メタンプルームの発見

 







14時40分-15時10分

　　　


東京大学　松本　　良

［講演概要］日本海東縁、上越市沖の海底に大きな凹部が複数発見された。規模が大変大きいことを除くと、北海やスコチア海などで見つかっているポックマークに似ており、大量のガスが噴出しているか、あるいはかつてのガス噴出のあとか、いずれにしろ、海底のメタン湧出とメタンハイドレートを研究するものにとって、放っておけない発見である。この場所で予想を遥かに越える巨大なメタンプルームを発見、潜水調査では海底に露出するメタンハイドレートを発見した。ピストンコアでは大量のメタンハイドレートを回収し、堆積物の分析によりこの海域にはメタン湧出活動が広がっていることも分かった。しかし、奇妙なことに、メタン噴出活動は巨大なポクマークから離れた場所で起きており、少なくとも現在の激しい噴出、湧出によってこれらのポックマークが出来たのではないらしい。調査は今年で３年目を迎えるが、世界でも稀な活動的なメタンハイドレート・システムの全容解明へ向けて、あらゆる可能な調査を展開する計画である。
5）新潟県上越市沖の巨大メタンプルームの音響的観測

15時10分-15時20分

　　　
独立総合研究所　青山　千春
［講演概要］2004年７月に日本海直江津沖（新潟県上越市沖約30km）に位置する海脚において海底から海中へ噴出する巨大なメタンプルーム群を計量魚群探知機で可視化し音響データの定量的な解析を行った。メタンプルームの直下でピストンコアリングを行いメタンハイドレートを効率よく採取した。2005年には海洋研究開発機構の無人潜水探査船潜航時に母船なつしまに搭載されたマルチナロービーム測深機の表示器で水中のメタンプルームの様子を見ながら無人潜水探査船を目的海域に的確に誘導した。メタンハイドレート観測･探査では魚群探知機など音響観測機器と連携することが効果的・効率的であることがわかり、本方法は今後おおいに有用であると言えよう。

6）水中セキュリティソナーシステムの開発



　15時30分-16時00分
東京大学生産技術研究所　浅田　昭
［講演概要］日本の沿岸に多数存在する石油関連施設、港湾施設、発電所等の重要施設やLNG・石油タンカー他、国際的イベント会場等に対する水中からのテロ行為、および地上から可視困難な海中空間で発生する各種犯罪を防止するため、隠密潜入する小型潜水艇、ダイバー等の危険な目標を音響によるレーダ探知により遠距離から監視追尾し、近距離では高分解能の音響ビデオカメラにより目標を識別することにより、統合的な監視を実現する水中セキュリティソーナーシステムの実用開発を進めている。また、セキュリティ監視用ソーナーを中心とした世界的動向も併せて紹介する。

7）AUV「Tri-Dog1号」による鹿児島湾たぎりの観測


　16時00分-16時30分








東京大学生産技術研究所　巻　俊宏
［講演概要］鹿児島湾奥部には「たぎり」と呼ばれる海底噴気帯が存在する。中でも福山沖の海丘東斜面、水深100m程度の領域にはサツマハオリムシを中心とする独自の化学合成生物群集が形成されており、学術的関心を集めている。しかしながら本海域は噴気等の影響により音響測位が難しく、これまでに十分な調査が行なわれていない。そこで筆者らは噴気及びハオリムシ群集の正確な分布を明らかにすべく、自律型水中ロボット「Tri-Dog 1号」を本海域に展開、全自動で数100m2規模の海底面の写真撮影を行なった。最大の課題はロボットの測位であるが、デットレコニングによる測位誤差をあらかじめ設置したランドマーク及び噴気をもとに修正する手法により、AUV単独でドリフトのない測位を実現、誤差の少ないモザイク画像を生成することに成功した。本成果はAUVの海底観測への応用に向けた大きな前進であり、海底観測に新時代を切り開くものとして期待される。
8）深海からの油の回収　—プレステージ号— 


　16時30分-17時00分

　　　　　日本サルベージ（株）　  高瀬　隆雄

［講演概要］今から4年前の11月悪天候の中、スペインの西方海上を航行していた大型タンカープレステージ号は船体が中央部より半分に折れ、水深3850mの深海に沈没した。沈没した船体から積荷であった重油の流出が続きましたが、水中ロボットの大活躍により漏れ出す油の量を減らし、最後には今まで実績の無かった大水深からシャトルバッグと呼ばれる油の運搬タンクを使って船倉区画内部に残った油の回収に成功している。本回収作業が、どのようにして進められたのか、その概要について作業を受託したREPSOL YPF社のホームページ等の資料に基づき紹介する。
9）IFREMER新造海洋調査船｢Pourquoi Pas?｣号の試験航海記
17時00分-17時20分







             海洋研究開発機構　　南部　喜信
［講演概要］2005年6月に仏国海洋研究所IFREMERの新造海洋調査船｢Pourquoi Pas?｣が竣工し、同年11月に、同研究所所有のROV｢Victor6000｣を搭載しての試験航海に乗船する機会を得た。本船はその広い船幅がもたらすスペースを有効に活かし、有人潜水船、ROV、曳航体、CTD採水、ピストンコアリングのオペレーションのほか、MCSを搭載運用して物理探査船としても使用される。多種多様な調査観測を可能とし、これまでにない高い観測能力を持つ世界最新鋭の多目的型海洋調査船である。ハウス内の各施設においては、乗船者がリラックスできるスペースが数多く配置され、研究、プライベート共に充実した船内生活が送れるよう配慮された設計となっている。本講演ではROVオペレーションを交え、これら本船の特徴について紹介する。

10）緊急討論：研究船の将来について



17時20分-17時30分









海洋研究開発機構　徐　垣
［講演概要］日本の研究船の将来について、海洋研究開発機構で開催したブルーアースシンポジウムでのアンケート結果をもとに討議を深める。さらなる討議は懇親会場において続行。
11）懇親会






17時30分-19時30分

申し込み先：東京大学生産技術研究所海中工学研究センター浦研究室　杉松治美

Tel：03-5452-6487　Fax：03-5452-6488      E-mail：harumis@iis.u-tokyo.ac.jps

